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-市民の森スケート場がオープン

恵まれた自然環境を利用 した市民の森

スケート場。今年も 12月4日にオープン、

家族連れら約510人の人出でにぎわいま

した。 チビ ッコた ちにはf寺ちにf寺った宇刀

滑 り。 リンクの上は、し きりに歓声が飛

びかっていま した。 同スケート 場は、来

年 2月26日まで開設されます。

市民と市長の臼 1月7日仕)午前9時から正午まで、市役所3階市長室で行います。お気軽じどうぞ



-
今
年
の
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
か
ら

話
題
の
人
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

一
九
八
八
年
も
あ
と
わ
ず
か
。
こ
の

一
年
、
上
田
市
で
は
、
上
田
バ
イ
パ
ス

や
平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
、
上
信
越

自
動
車
道
の
中
心
杭
打
ち
式
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
新
し
い
時
代
に
向
け
て
の
対

応
が
着
実
に
進
み
ま
し
た
。
今
回
は
、

今
年
話
題
と
な
っ
た
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

五
つ
を
選
ん
で
掲
載
し
て
み
ま
し
た
。

吉川弘文さん

(上回東高校)
野球部主将/

連日
-r~ 

印 L己
実宇
開国
会は

式「
の広
大い
観な
衆あ

第

印
象
は
「
広
い
な
あ

l
」

A昭和4年4月、干曲川におぼれ

た生徒を救おうとして殉職した上田

尋常高等小(現上回二中)の小菅武

夫訓導(教師)の勇気をたたえて建立

された小菅司11導碑。今年は60周忌を

機に碑を修復しました。

し、

応
援
団
が
初
め
て
で
き
て
、
学
校
全

体
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま

っ
た
の
は
大

き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
野
球
部
の

後
輩
に
は
「
お
ご
ら
ず
、
基
本
を
大

切
に
」
を
贈
り
た
い
。
監
督
の
言
、
っ

と
お
り
に
や
っ
て
い
け
ば
、
来
年
も

絶
対
大
丈
夫
で
す
。

~~ 
稲田実一郎さん

(第二中学校)
校長/

二
中
で
は
、
小
菅
武
夫
先
生
が
身

を
も
っ
て
教
え
た
人
間
愛
を
、
ま
ず

V夏の全国高校野球大会に初出場

した上田東は 8月15日、古豪の広島

商業と対戦。この大会優勝の広商に

二度も勝ち越すなど大健闘しました

が、結局 3対4で惜敗しました。

[2] 広報うえだ 63.12.16 

が
見
詰
め
る
中
で
の
入
場
行
進
は

感
動
し
ま
し
た
。
広
島
商
業
戦
で
は

延
長
の
末
、
惜
敗
し
ま
し
た
が
、
持

っ
て
い
る
も
の
を
す
べ
て
出
し
尽
く

し
て
の
健
闘
だ
っ
た
だ
け
に
、
満
足

し
て
い
ま
す
。

甲
子
園
出
場
を
機
会
に
、
東
高
に

小
菅
先
生
の
人
間
愛
を
後
世
に

教
師
か
ら
学
ぼ
う
と
新
任
し
た
四
月

に
墓
参
と
記
念
碑
へ
出
か
け
て
の
追

悼
を
行

っ
て
い
ま
す
。
生
徒
に
は

教
育
の
一
環
と
し
て
道
徳
の
授
業
で

教
え
て
い
ま
す
が
、

み
ん
な
感
銘
を

受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
、

一
一
中
の
伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
六
十
周
忌
に
あ
た

り
、
小
菅
訓
導
碑
の
修
復
事
業
を
は

じ
め
「
小
菅
先
生
を
し
の
ぶ
会
」
の

開
催
な
ど
を
、
市
や
教
育
関
係
者
な

ど
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
行

う
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。



砂
今
、
「
歩
く
旅
」
が
静
か
な
ブ

ム
。
毎
回

コ
ー
ス
を
変
え
て
塩
田
平

を
歩
く
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
オ
ー
ク
は
、

昨
年
秋
に
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は

一
一
一
月
か
ら
十
一
月
ま
で
月
一
回
の
ペ

ー
ス
で
開
か
れ
、
特
に
十
月
に
は
全

国
大
会
も
。

窪田節子さん

主婦・諏訪形)

カ
ン
ト
リ
ー
ウ
オ
ー
ク
に
は
、
い

ま
ま
で
六
回
参
加
し
ま
し
た
。
塩
田

和田芳典さん

(上田市消防団)
第一介団長/

火
を
消
す
こ
と
だ
け
で
な
く
、
火

事
を
出
き
な
い
予
防
消
防
こ
そ
消
防

企「上田の花火」が7月29日、久し

ぶりに復活しました。干曲川小牧橋

下流から、スターマインなどが次々

と打ち上げられ、見物に訪れた約3

方人の目を楽しませました。

ス
テ
キ
塩
田
平
の
景
色
・
人
情

平
は
、
広
く
て
深
み
が
あ
る
と
い
っ

た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。
自
然
、
景

色
、
人
情
す
べ
て
す
ば
ら
し
く
気
に

入
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
日
は
、

き
わ
や
か
な
気
持
ち
で
一
日
を
終
わ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

観
光
コ

ー
ス
と
は
、

ち
ょ
っ
と
違

っ
た
野
道
を
歩
い
て
回
る
の
で
す
が
、

隠
れ
た
歴
史
や
文
化
に
触
れ
た
り
、

土
地
の
人
か
ら
め
ず
ら
し
い
話
を
聞

く
な
ど
、
い
つ
も
新
し
い
発
見
が
あ

り
ま
す
。
車
社
会
の
現
代
で
は
、
地

味
な
存
在
で
あ
る
歩
く
こ
と
を
も
っ

と
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

地
域
に
密
着
し
た
消
防
活
動
も

団
の
仕
事
。
第
一
分
団
は
、
防
災
意

識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
「
第
一
分

団
だ
よ
り
」
の
発
行
、
火
消
し
太
鼓

を
は
じ
め
、
今
秋
は
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ

ラ
リ
ー
も
実
施
し
て
、
地
域
に
密
着

し
た
消
防
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

一
方
、
規
律
や
操
作
な
ど
本
来
の

ん
所
さ
議
=
芝

知
会

f

秀
年
事

野
青
里

園
田

E

肥
上/，t'i
t¥
 

上
回
わ
っ
し
ょ
い
が
始
ま
っ
た
昭

和
四
十
七
年
か
ら
花
火
大
会
が
途
絶

消
防
団
活
動
の
基
本
と
も
い
え
る
ポ

ン
プ
操
法
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

大
会
前
は
全
団
員
が
参
加
し
て
、
毎

日
、
朝
と
夜
の
練
習
を
三
か
月
続
け

ま
す
。
で
す
か
ら
県
大
会
の
優
勝
は
、

全
員
が
力
を
合
わ
せ
た
結
果
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

4
司
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
(
八

月
)
に
五
年
連
続
出
場
し
た
上
田
市

消
防
団
第

一
分
団
は
、
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
で
初
優
勝
し
ま
し
た
。
上
田

市
の
代
表
が
同
大
会
で
優
勝
し
た
の

は
、
初
め
て
の
快
挙
で
す
。

囲
「ヤ

一--_r園開型

市
制
初
周
年
の
来
年
は
盛
大
に

え
、
近
年
は
花
火
が
な
く
て
寂
し
い

と
の
声
を
よ
く
聞
き
ま
し
た
。
来
年

は
市
制
七
十
周
年
。
そ
の
前
年
祭
と

し
て
か
上
田
の
花
火
。
を
復
活
さ
せ

よ
う
と
、
青
年
会
議
所
が
火
付
け
役

に
な
り
、
観
光
協
会
や
商
工
会
議
所

.
な
ど
と
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
大
会

当
日
は
、
大
勢
の
人
出
で
好
評
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

来
年
は
夜
だ
け
で
な
く
、
昼
間
も

イ
ベ
ン
ト
を
組
む
な
ど
盛
大
に
や
る

予
定
で
す
。
十
二
万
都
市
に
ふ
さ
わ

し
く
「
上
田
の
花
火
」
を
ず
っ
と
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

広報うえだ 63.12.16 【3]



政
府
は
、
昭
和
六
十
三
年
秋
の
叙

勲
受
章
者
(
十
一
月
三
日
付
)
と
褒

章
受
章
者
(
同
二
日
付
)
を
そ
れ
ぞ

れ
発
表
し
ま
し
た
。

上
田
市
で
は
、
次
の
六
人
の
皆
さ

ん
が
晴
れ
の
受
章
に
輝
き
ま
し
た
。

*
勲
四
等
旭
日
小
綬
章

野
口
輝
也
さ
ん同

叫

ん

刷

さ

H

口
上

マ?
J

・

里

歳

検
察
官
功
労
。
四
十
八
年
間
、
検

察
事
務
官
、
副
検
事
と
し
て
検
察
一

十
二
月
も
半
ば
を
過
ぎ
、
何
か
と

忙
し
く
な
り
ま
す
ね
。
と
こ
ろ
で
、

年
末
年
始
は
飲
食
の
機
会
ガ
多
く
な

り
、
体
調
を
く
ず
し
、
ガ
ち
で
す
。
そ

こ
で
、
食
べ
す
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
に
な

ら
な
い
よ
う
正
し
い
食
習
慣
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
r
ヘ

六
人
が
晴
れ
の
受
章

筋
に
精
進
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
問
、

上
田
区
検
察
庁
副
検
事
な
ど
の
要
職

を
歴
任
し
、
法
秩
序
の
維
持
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

*
勲
四
等
瑞
宝
章

坂
本
勝
三
さ
ん

坂本さん

(73歳・諏訪形)

教
育
功
労
。
三
十
年
以
上
の
長
き

に
わ
た
り
教
育
一
筋
に
精
進
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
間
、
夢
科
高
校
、
須
坂

園
芸
高
校
の
各
校
長
を
歴
任
。
高
等

一一寸

食習慣を

みすぎに

けよう

学
校
教
育
の
基
盤
確
立
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。

*
勲
五
等
双
光
旭
日
章

安
藤
美
久
さ
ん

安藤さん

(71歳・塩田新町)

交
通
安
全
功
労
。
三
十
有
余
年
に

わ
た
り
、
交
通
安
全
運
動
の
推
進
と

交
通
安
全
協
会
組
織
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
も
、
県
交
通
安

全
協
会
連
合
会
副
会
長
、
上
国
交
通

安
全
協
会
会
長
と
し
て
、
交
通
対
策

体
に
よ
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

よ
く
か
ん
で
、
腹
八
分
目

食脳を
い細↑足よ
(胞しく
早をぷか
食刺 t同む
激争下
)しよ主と

~~ ，土、け
予ほ中
防け土だ
に子ヲ。液

も防牛の
。やそ分
民②大ペ泌

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

*
勲
六
等
瑞
宝
章

藤
森
清
春
さ
ん

加
藤森さん

(73歳・福田)

電
気
通
信
業
務
功
労
。
長
年
に
わ

た
っ
て
電
々
公
社
お
よ
び
通
信
建
設

関
係
に
在
職
。
電
気
通
信
施
設
の
建

設
保
守
業
務
に
精
励
す
る
な
ど
、
電

気
通
信
事
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

*
勲
七
等
青
色
桐
葉
章

中
山
太

一
さ
ん

警
察
功
労
。
三
十
五
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
警
察
の
仕
事
一
筋
に
精
進

き
れ
、
治
安
の
維
持
に
尽
く
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
防
犯
、
刑
事
、
外
勤

「
百
薬
の
長
」
と
い
わ
れ
る
酒
も

飲
み
方
を
間
違
う
と
「
健
康
の
敵
」

と
な
り
ま
す
。
適
量
の
ア
ル
コ
ー
ル

は
食
欲
を
増
進
さ
せ
、
疲
労
の
回
復

に
劾
果
が
あ
り
ま
す
。
心
の
緊
張
を

解
き
、

ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
役
立
ち
③
 

ま
す

o

k

[4J 

中山さん

(71歳・川辺町)

広報うえだ 63.12.16 

関
係
な
ど
警
察
活
動
全
般
に
わ
た
っ

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

*
黄
綬
褒
章柴
田
久
雄
さ
ん

戦
後
一
貫
し
て
食
肉
販
売
の
指
導

を
さ
れ
、
畜
産
振
興
、
公
正
取
引
の

推
進
、
消
費
拡
大
に
尽
力
。
現
在
も
、

県
食
肉
組
合
連
合
会
理
事
長
な
ど
食

肉
関
係
の
県
レ
ベ
ル
五
団
体
の

ト

ッ

プ
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

交

通

安

全

ス
リ
ッ
プ
事
故
に

要

注

意

/



① 
Ie 

食
事
は
規
則
正
し
く

地
球
の
一
日
に
は
朝
、
昼
、
晩
と

変
化
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は

そ
れ
に
合
わ
せ
て
生
体
リ
ズ
ム
を
も

っ
て
い
ま
す
。
食
事
を
一
日
三
回
き

ち
ん
と
と
る
こ
と
は
、
生
体
リ
ズ
ム

の
う
え
か
ら
も
、
ま
た
社
会
生
活
に

お
け
る
生
活
リ
ズ
ム
の
う
え
か
ら
も

大
切
で
す
。
食
事
時
間
が
一
定
で
あ

れ
ば
、
生
活
も
規
則
正
し
く
な
り
、

スパイクタイヤの
ビン抜き

食べすぎ、飲

気をつ

「
脱
ス
パ
イ
ク
」
は
実
行
し
た
い

が
、
ま
だ
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
が
も
っ

た
い
な
い
|
|
こ
ん
な
気
持
ち
を
も

っ
て
い
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
ピ
ン
を
抜
く

と
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
と
な
り
、
冬
用
タ

イ
ヤ
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
し
、
も

ち
ろ
ん
普
通
タ
イ
ヤ
の
代
わ
り
に
も

使
え
ま
す
。

市
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
ピ

ン
抜
き
機
を
無
料
で
お
貸
し
し
て
い

ま
す
。
電
気
ド
リ
ル
を
使

っ
た
上
回

③
 

ど

大
食
は
胃
腸
に
悪
い
ば
か
り
で
な
し
か
し
、
飲
み
す
ぎ
る
と
肝
臓
に
こ
れ
か
ら
は
、
気
温
の
低
下
に
よ

く
、
心
臓
、
肝
臓
、
胆
の
う
、
す
い
負
担
が
か
か
り
、
胃
腸
病
、

心
臓
病
、

る
路
面
の
凍
結
、
降
雪
な
ど
に
よ
る

臓
に
も
負
担
を
か
け
た
り
、
肥
満
の
高
血
圧
の
人
に
は
な
お
さ
ら
の
こ

F

道
路
環
境
の
悪
化
か
ら
交
通
事
故
を

原
因
と
も
な
り
ま
す
。

「
お
い
し
い
で
す
。
ま
た
、
長
い
間
飲
み
続
け
る
起
こ
し
ゃ
す
い
危
険
な
状
態
と
な
り

か
ら
」
「
も
っ
た
い
な
い
か
ら
」
な
と
、

肝
機
能
障
害
や
ア
ル

コ
ー
ル

依

ま

す

。
特
に
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
追

ど
と
食
べ
て
し
ま
わ
ず
、
「
ち
ょ
っ
存
症
の
心
配
も
。
や
は
り
、
適
量
を
突
事
故
や
転
落
事
故
な
ど
の
多
発
が

と
待
て
」
と
頭
で
考
え
て
食
べ
る
よ
上
手
に
飲
む
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。

う
に
し
た
い
も
の
。
「
腹
八
分
目
に

し
て
、
マ

イ
ペ

ー
ス
で
楽
し
く
、
く
・
安
全
運
転
の
ポ
イ
ン
ト

医
者
い
ら
ず
」
で
す
。

つ
ろ
い
で
飲
み
た
い
も
の
。
豆
腐
、
一
①
発
進
は
ア
ク
セ
ル
を
徐
々
に
踏
ん

魚
、
肉
、
野
菜
類
を
と
る
こ
と
や
週
一
で
、
静
か
に

お

酒

は

適

量

に

・

一

二
回
の
休
肝
日
も
お
忘
れ
な
く
。

一
②
ブ
レ
ー
キ
は
何
回
か
に
分
け
て

l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
-
-
i
l
-
-
i
i
i
i
j
一
③
急
ハ
ン
ド
ル
は
絶
対
に
避
け
よ
う

FI--恥Iト
ト
駅
伝
お
じ
心
十
恥
ド
l
i
l
i
-
-
r含
Il--ド
ト
ー
か
軒
下
e
しト・上

!
F
y
l
i
k
a
-
-
F
i
!
?ぷ
L
-

i
i
i
i
i
i
i
j
j
i
i
i
i
i
i
l
一
④
歩
道
の
除
雪
が
不
十
分
な
と
こ
ろ

方

式

の

こ

の

道

具

は

、

特

別

な

力

を

(

写

真

説

明

)

一

で

は

、

歩

行

者

が

滑

っ

て

転

ん

だ

と

必
要
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ま
ず
、
ビ

ッ
ト

(
先
端
金
具
)
を
一
き
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
間
隔
を
と

し
、
特
殊
な
技
術
も
い
り
ま
せ
ん
。

ピ
ン
の
先
に
真
上
か
ら
当
て
ま
す
。

一
ろ
う

だ
れ
で
も
簡
単
に
抜
く
こ
と
が
で
き
ド
リ
ル
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
軽
く
力
一
⑤
思
わ
ぬ
ス
リ

ッ
プ
で
追
突
事
故
な

ま
す

(l
写
真
上

)。

を
入
れ
て
、
ビ

ッ
ト
を
中
へ

押
し
込
一
ど
に
あ
う
危
険
が
あ
る
た
め
、
ン
|

な
お
、
ピ
ン
を
抜
い
た
ス
パ
イ
ク
・
み
ま
す

(l
写
真
①
)。

一
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
着
用
を

タ
イ
ヤ
を
冬
用
タ
イ
ヤ
と
し
て
使
用
…
十
分
中
に
入

っ
た
ら
ス
イ
ッ
チ
を
-
※
雪
道
や
凍
結
路
で
は
「
ス
ピ
ー
ド

す
る
場
合
は
、
現
在
の
ス
タ

ッ
ド
レ
…
切
り
、
ド
リ
ル
を
本
体
ご
と
こ
じ
る
半
減
」
「
車
間
距
離
三
倍
」
が
鉄
則

ス
タ
イ
ヤ
よ
り
性
能
が
劣
り
ま
す
の
一
よ
う
に
倒
し
ま
す
。
タ
イ
ヤ
の
ゴ
ム

で
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
滑
り
ゃ
い
が
伸
び
て
ピ
ン
が
徐
々
に
抜
け
て
き

す
い
圧
雪
路
や
凍
結
路
で
は
タ
イ
ヤ
一
ま
す

(
1写
真
②
)。

チ
ェ
ー
ン
を
使
用
し
て
安
全
運
転
に
い

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

「
脱
ス
パ
イ
ク
で

ク
リ
ー
ン
上
回
」

で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
一
つ
実
行

し
ま
し
ょ
う
。

-
問
い
合
わ
せ

線

1
3
8
9
)

② 
Ie 

生
活
環
境
課
(
内

広報うえだ 63.12.16 [5] 



市では、市民の皆さんに財政状況を

理解していだだくだめ、自年上半期と

下半期の2回、定期的に内容を公表し

ています。今回は、昭和63年度土半期

における会計別収支状況、地方債現在

高、一時借入金、市有財産の状況につ

いてです〈昭和63年9月30日現在〉。

⑧万円未満は四捨五入しであります。

昭和63年度上半期(4月---9月)

の家計
226億7，289万円

98憶9，479万円

43.6% 

_. -226億7，289万円

97憶 3万円

42.8% 

手

そ の他 12億8，833万円 (52.7%)

衛生費 15憶2，400万円 (51.2%)

， 

商工費 16億6ヲ386万円 (81.1%) 

農林水産業費 20億1，311万円 (28.4%)

公債費 24億3，622万円 (49.6%)

総務費 24億9，054万円 (47.4%)

教育費 28億7，777万円 (41.5%)

土木費 39億7，790万円 (28.0%)

民生費 44{意 116万円 (41.3%) 

般
会
計
時
・
:

予算現額に対

する収入率と

執行率の表

その他 14億7，321万円 (59.9%)

分担金及び負担金 7億104万円 (43.0%)

県支出金 9億2，351万円(18.3%)

地方受付税 14億9，000万円 (53.0%)

諸収入 15億4，270万円 (5.4%) 

市 債 15億9，010万円 (0.0%) 

国庫支出金 18億3，211万円 (32.8%)

市 税

131憶2，022万円 (52.4%)

い
中
小
企
業
退
職
金
共
済

補
助
金
申
請
書
の

提
出
を
忘
れ
ず
に

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

川
国
の
援
助
に
よ
っ
て
、
退
職
し
た
従

川
業
員
へ
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う

川
に
す
る
も
の
で
、
労
使
双
方
か
ら
喜

〈
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
に
加
入
し
て
い
る
事
業

~
主
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
か
ら
掛
金
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

こ
の
申

い
請
は
、
来
年
一
月
二
十
日
幽
ま
で
で

~
す
の
で
、
次
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
0

・
市
が
掛
金
の
一
部
を
補
助

市
で
は
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
が
少

川
し
で
も
加
入
し
や
す
い
よ
う
に
、
昭

川
和
六
十
年
以
降
の
加
入
者
に
掛
金
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
金
額
は
、

川
加
入
し
た
月
か
ら
三
年
問
、
掛
金
の

い
二

O
%
(
一
人
月
額
六
百
円
限
度
)

で
す
0

・
提
出
期
限
は
一
月
二
十
日

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
来
年
一
月

(
二
十
日
働
ま
で
に
、
今
年
一
月
か
ら

川
十
二
月
ま
で
の
掛
金
に
対
す
る
補
助

川
交
付
申
請
書
を
労
政
課

(内
線

1
4

1
1
)
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

-
特
定
退
職
金
共
済
に
も
補
助

も
う
一
つ
の
退
職
金
共
済
制
度
と

し
て
、
「
特
定
退
職
金
共
済
制
度
」

(6) 広報うえだ 63.12.16 



公営企業会計は・・・
収入 支出

収
企業名 (予算現額) (予算現額)

骨司開ー胃ー---ー ーーーーーーー ー--ー---ー・ーー ・ --・ーーーーーー--

益 (収入済額) (支出済額)

的
産院事業

2億4，099万円 2億4，099万円

収
ーーーーー---明助幽----ーーーーー --胃ー---噌骨骨ー ---ーーーーー ーー

l億 873万円 l億 673万円
支

15億 22万円 15億 22万円
水道事業 ーーーーーー.帽・・---ーーーーーーー ーーーー・ー---ー---ーーーーー--

7億7，515万円 6億8，318万円

収入 支出

資
企業名 (予算現額) (予算現額)

胃骨司 ・・ R ・・ ・ーーーーーー---_-

本 (収入済額) (支出済額)

的
産院事業

355万円 1，236万円

日文
ーーーー ・・・ーーーーー ー ー『ー・ー -_--・ ・ーー・・ー ー .ーーーーーーー。 175万円

支
5憶し171万円 8億2，059万円

水道事業 ー-ーーーーー骨 F ーーーー---ーー --ー・ーーーーーーー・ー・・ーー-ー・・

1，087万円 2f意1，216万円

-積立金 -有価証券

11憶417万円 4，768万円

市

財産有

-建 物
の

-土 地

26万3，909m' 168万2，124m'

状
j兄
lま
. 

-住 宅-山 手本

(敷地)1，675万9，640m'
22万7，212m'

鍾言 (建物5万)8，O72m2 

轟誌

12万市EZ
特別会計は・・・

会計名 予算現額 収入済額 支出済額

国民健康保険事業 45億1，154万円 15億3，568万円 15億3，567万円

~通災害共済事業 3，912万円 3，480万円 1，224万円

同和地区住宅新築
3億9，844万円 1{意2，069万円 1億8，780万円

資金等貸{寸事業

土地取得事業 l億1，750万円 9，199万円 9，312万円

公共下水道事業 22億2，893万円 3億8，339万円 5億5，668万円

老人保健事業 44億6，313万円 18億4，465万円 18億4，697万円

福祉事業
l億3，235万円 5，128万円 5，827万円

センタ事業

塩田育線股送
4，741万円 2，225万円 1，862万円

電話事業

農業集落排水事業 2億5，653万円 l万円 623万円

4ロ2ト 計 121億9，495万円 40億8，474万円 43憶し560万円

地方債現在高

一般会計 182億1，145万円

特別会計 85億9，426万円

(合計〉 268億 571万円

一時借入金

現在高

8億5，000万円

-・.，..・10"""".・'刊'1.".・"""・""'1.，"'"''''''''''''''''''・1，..・・"，，，，，""1，・・・・""・""."""'・'..・0・""""""，，"""'"''・・0・，..，，1"・'.""・b・'..・・"""，.，1''''.， ・.'''，・..'μ1・'0，.・，"白'・，.，1・0・'..・1・1・."..""・..'・，，，白'・1・""・，，，.，，'ι'"・，，，白・・・，，，・'"・''''''白..'・s・'.."，，".....""1...，・・・"""""1"，・・・H・h・，.，..・ ・""'h・""・.，，1・・・・

飲
酒
運
桂
信
や
め
よ
う

致
死
率
は
一
般
事
故
の

5
倍

[7] 広報うえだ 63.12.16 

知ろう守ろう最低賃金

最低賃金は、常用、臨時、パ

ートなどの雇用や就業形態にか

かわらず、すべての労働者に適

用されます。

このほど「長野県最低賃金」

が 1日3，688円(1時間461円)

以上に改正されました。

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
商
工
会
議

所
や
商
工
会
な
ど
が
実
施
す
る
共
済

制
度
で
、
市
で
は
こ
の
制
度
に
加
入

し
た
中
小
企
業
の
事
業
主
の
皆
さ
ん

に
も
同
様
の
補
助
を
し
て
い
ま
す
。



定、/JT
も¥ふ〆 〉ぜ
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¥. ¥/.イ、で

信濃国分寺で12月 3日から、八日堂縁日で売る

「蘇民将来符」作りが始まりました。信徒によっ

て切り出された六角柱のド ロヤナギの木に、住職

らが一個ずつ黒と朱で文字などを書き込んでいき

ました。年内に一万個作るそうです。

「蘇民将来符」作り
始まる

ペッタン/

市母子寮(常田 3)のもちつき大会が12月

4日、同寮の前庭で行われました。伝統的な日

本の行事を見直そうと初めて行ったもので、

17世帯が参加。もち米35キロを交代でつきあ

'1'ました。

ぼくもついたよ

L

市
と
県
の
共
催
に
よ
る
「
上
田
市
消
費
生
活
展
」
が
十

川
一
月
二
十
六
日
と
二
十
七
日
の
両
日
、
中
央
公
民
館
な
ど

し
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
消
費
団
体
、
生
活
協
同
組
合
、
企
業

八
団
体
が
出
展
し
、
訪
れ
た
市
民
の
関
心
を
呼
ん
で
い
ま
し

;
た
(
写
真
は
、
「
米
の

コ
ー
ナ
ー
」
で
試
食
す
る
皆
き
ん
)
。

ん

が
川

1
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わ
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0 ・の だ二配日
す正例 〆停電妻、} 年末年始の窓口営業 (上田郵便局) 0問窓なさ月達か年
。参年 v 北""" _ _ __ _ _ • _ I 7 い口おいこさら賀

H製 品 I~I 'でL | | 月|日一日 1 7 ~裏手 。 I2 す去
車 J日 昨日 l ""J ._ ，，~. ~ I | せは末 ごたつ受

空て案運電 I ~~ ，= I午前9時から|午前 9時から I ~ i年 ろめて付
ー甫 |郵 便| | | 上わ始 まにいは

は交 北 千丁阜 | |午後 7時まで|午後O時30介まで | 固との で 、ま

- 1早向しを I ~ '"~ C~ ^ I ._ ~ ~ ~.. -I I 郵お上 になす十
2芸墾 ま |為替 貯金|午前 9時から |取り扱いません | 震り E Eえi貢
も滞足す |保険・年金|午後4時ま で | | 宮子便 しく旦十
十し、 ・ I @ 。局 く十に五

【8]

年
賀
状
は
早
め
に

出
し
ま
し
ょ
う

広報うえだ 63.12.16 



わたしも防火に・田役

上小広域消防本部では11月26日、管内の

事業所から派遣された女性9名による「一

日消防署長」事業を行いました。秋の火災

予防運動にちなみ、火災予防への関心を高

めてもらうのが目的。街頭でのチラシの配

付や消防訓練の見学・体験(=写真)など、

消防活動への理解を深めました。

大正時代の

綿屋の庖頭

寸担り

火災予防に役立てて一一川西分署ではこ

のほど、 「防火ひょうたん」を作り、管内

の25事業所に配りました。春から栽培して

きたひょうたんを加工し、色付けしたもの

で 「火の用心J と書いてあります。

「
防
火
ひ
ょ
う
た
ん
」

で
火
の
用
心

A
屋
根
の
飾
り
つ
け
に
工
夫
を

凝
ら
し
た
風
情
あ
る
庖
構
え

‘
現
在
の
同
場
所
は
近
代
的
な

ビ
ル
に
様
変
わ
り

提供者

島田肇さん
(66歳・丸堀町)

i 

o:::込

ii 

~~ 
世てらかの品すーい綿 いてい例|庖 湯患
のこれいていやか度うてい左っすえマの 誤認
感のた、す綿らの旗、側ぱかぱを屋 努誌
が写こし 。な、大が軒にいら、決根 忠彦
強真とよ荷ど人売掛先積だ、忠め飾 定説
いをていい車を々りかにまつこ臣で f) ~~ 
で見しこがまは出つはれたれ蔵作は ø~
するよ姿あとおして「たそをのつ有 お隠
ねとうもちめ金のい誠大う見ーて名 号終

な
つ
か
し
い

え
び
す
講
の
屋
根
飾
り

わ
た

大
正
十
年
ご
ろ
の
綿
屋
の
庖
頭
で

す
。
当
時
、
土
橋
(
原
町
、
現
上
田

郵
便
局
周
辺
)
に
は
、
雑
貨
庖
、
げ

た
屋
、
呉
服
庖
、
金
物
屈
な
ど
が
軒

を
連
ね
て
い
ま
し
た
。
え
び
す
講
と

も
な
る
と
、
ど
の
屈
も
客
寄
せ
の
た

め
の
飾
り
つ
け
に
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
な
か
で
も
、
こ
の

早
朝
に
か
け
て
、
次
の
と
お
り
臨
時

電
車
を
運
行
し
ま
す
。
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一

M
U
H
印

M
H
u
m
M
H
9
3

一
回

一
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

、.ノ

一

-
-
-
q
L
9
d
n
u
A
U
T
A
今

L
q
L

つd
A
-
Aせ

F
b

J
一
」

一

2

2

l
」

-

乙

一
々
t

。ru弓
t
唱

A
p
b
ワ
h
A
U
η
'
u
η
L
n
t
q
L

r
t
L
一

Zプ
一

2
5
4
2
5
4
2
0
4
2
1

所

一
・
・
・
・
・
・

・・
......••.. 

-
-
-
-

H
J
一

n
L
n
d
q
J
A
U
A
U
唱

i
n
d
q
J
q
J
a
a
τ
R
U

円
古
川

一

n
d
η
4
η
4
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市
役
所
の
代
表
電
話

r
(
n
)
4
1
0
0

市
職
員
を
募
集

ー
土
木
技
術
職
・
技
能
労
務
職

1

〈
職
種
〉

マ
土
木
技
術
職

マ
技
能
労
務
職
(
業
務
員
・
技
術
員
・

庁
務
員
・
給
食
員
)

〈
資
格
〉

マ
土
木
技
術
職
(
高
卒
程
度
)

昭
和
三
十
四
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
高
校
ま
た
は
大
学

の
土
木
課
程
を
修
了
し
た
人
(
昭
和

六
十
四
年
三
月
ま
で
に
修
了
見
込
み

の
人
を
含
む
)

マ
技
能
労
務
職

昭
和
三
十
四
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人

※
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
職
種
も
昭
和

六
十
三
年
四
月
一
日
現
在
、
上
田
市

民
で
あ
る
人
、
ま
た
は
一
時
他
市
町

村
に
居
住
し
て
い
る
が
、
家
族
は
上

田
市
民
で
あ
る
人

〈
試
験
日
・
科
目
〉

ド
マ
第
一
日

1
昭
和
六
十
四
年
一
月
二

十
五
日
附
土
木
技
術
職
(
高
卒
程

度
)
は
教
養
試
験
・
専
門
試
験
、
技

能
労
務
職
は
一
般
教
養
試
験

マ
第
二
日

1
昭
和
六
十
四
年
一
月
二

十
六
日
同
面
接
、
作
文
、
体
力
検

査
〈
人
員
〉

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

〈
必
要
書
類
〉

マ
受
験
申
込
書
(
市
役
所
総
務
課
に

あ
り
ま
す
)

マ
履
歴
書
(
総
務
課
に
あ
る
も
の
を

使
用
。
た
だ
し
高
校
在
学
者
に
つ
い

て
は
、
統
一
応
募
書
類
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
)

マ
健
康
診
断
書
(
公
立
医
療
機
関
で

受
診
し
た
も
の
)

マ
六
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒

(
合
否
連
絡
用
、
あ
て
名
を
記
入

)

マ
最
終
学
校
成
績
証
明
書
(
土
木
技

術
職
の
み
)

〈
申
込
先
・
期
間
〉

昭
和
六
十
四
年
一
月
四
日
制
か
ら

一
月
二
十
日
悩
ま
で
に
、
市
役
所
三

階
総
務
課
職
員
係
(
内
線

1
2
0
2
)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

東
塩
田
林
間
工
業
団
地

立
地
企
業
を
募
集

市
で
は
、
東
塩
田
林
間
工
業
団
地

の
次
の
区
画
を
分
譲
し
ま
す
。
立
地

を
希
望
さ
れ
る
企
業
は
、
商
工
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
所
在
地
上
田
市
大
字
富
士
山

字
窪
峠
二
四
一
二
l

二

マ

分

譲

区

画

一

区

画

マ

区

画

面

積

三

五

三
八
・
三
八
平
方
灯
(
有
効
平
面
二

四
八
六
・
六
O
平
方
灯
)
マ
建
ベ
い

率

七

O

%

マ
立
地
該
当
業
種

各
種
機
械
器
具
製
造
業
な
ど
マ
申

込
期
限
来
年
一
月
二
十
日
幽
ま
で

マ
そ
の
他
分
譲
価
格
な
ど
は
申
し

込
み
締
め
切
り
後
、
説
明
会
を
開
催

し

ま

す

マ

問

い

合

わ

せ

商

工

課

企
業
立
地
係
(
内
線

1
4
0
5
)

コ商
工E 工

末主
資お
守、金皆
L.L さ

利のん

用

を

市
で
は
、
年
末
の
資
金
需
要
に
対
川

し
て
年
内
に
融
資
実
行
が
で
き
る
よ
〈

う
、
制
度
資
金
の
運
用
を
弾
力
的
に

J

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
商
工
課
商
工
川

相
談
所
(
内
線

1
4
0
2
)

へ
お
気
〈

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

県
も
「
年
末
資
金
」
を
融
資

県
で
も
「
年
末
資
金
」
を
融
資
し
い

て
い
ま
す
。
申
込
先
は
金
融
機
関
と
川

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
川

融
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ

利

用

額

五

百

万

円

ま

で

マ

川

金

利

年

五

・

一

%

マ

貸

付

期

間

J

四

か

月

以

内

マ

返

済

方

法

金

融

い

機
関
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

-

上

田

警

察

署

の

電

話

番

号

一

.

4
月
刊
白
か
ら

一

・
8
⑫

O
T
T
Oに一

上
回
警
察
署
の
加
入
電
話
が
来
年
~

一
月
十
日

ωか
ら
「
岱
⑫
0
1
1
0
」〈

に
変
わ
り
ま
す
。
従
来
の
「
宮
⑫
3
〉

5
6
5
」
は
廃
止
に
な
り
ま
す
の
で
、
川

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
川

ま
す
。

い

な
お
、
緊
急
電
話
の
「

1
1
0
番
」
九

は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

第 3期
固定資産税
都市計画税

国民健康保険税 第 6期

納期限は12月26日(月)です

よろしくお願いします

広報うえだ 63.12.16 

-収税課(内線1304)

①農地問題相談 お休みします。

②日常生活上の法律相談(予約制) [>とき…

1月13日幽・ 27日働いずれも午後 1時30分か

ら3時30分 じ>ところ…本庁舎3階 b予約

先…生活環境課(内線1388)

③土地・建物の法律相談 bとき… 1月12日(木)

午後 1時から 4時 bところ…西庁舎2階

-1月の相談日-



農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

登
録
申
請
の

提
出
を
忘
れ
ず
巳

第
一
会
議
室
マ
公
売
公
告
場
所

市
役
所
本
庁
、
豊
殿
・
塩
田
・
川
西
川

の
各
支
所
マ
入
札
保
証
金
入
札
〈

見
積
額
の
百
分
の
五
以
上
の
入
札
保
川
・
ゆ
ず
り
ま
す

証
金
を
入
札
前
に
納
入
し
て
く
だ
さ
~
マ
歩
行
器
無
料

い
。
落
札
決
定
後
、
落
札
者
以
外
の
(
マ
新
生
児
用
組
布
団
二
千
円

人
に
は
直
ち
に
保
証
金
を
お
返
し
し
い
マ
テ
レ
ビ
(

V

四
イ
ン
チ
)
五
千
円

ま
す
マ
入
札
参
加
者
本
人
が
印
…
マ
洗
濯
機
(
二
槽
式
)
無
料

鑑
を
お
持
ち
に
な
っ
て
お
出
か
け
く
一
マ
ヨ
ー
グ
ル
ト
メ
ー
カ
ー
二
千
円

だ
さ
い

(代
理
人
の
場
合
は
、
必
ず
〉
マ
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
靴
千
円

本
人
自
筆
の
委
任
状
と
代
理
人
の
印
へ
マ
応
接
セ
ッ
ト
一
万
円

鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

)

川
マ
マ
マ
コ

l
ト

一

式

千

円

-
問
い
合
わ
せ
管
財
課
(
内
線

1
〉
マ
子
ど
も
服
(
六
歳
以
下
)
無
料

2
6
1
)

川
マ
都
市
ガ
ス
用
ス
ト
ー
ブ
五
百
円
、

川
三
千
円

i
i
i
ih
一
一
〉
石
油
温
風
機
無
料

川
マ
二
段
ベ

ッ
ド

無

料

川
マ
シ
ン
グ
ル
ベ

ッ
ド

無

料

川
マ
電
気
オ
ル
ガ
ン
無
料

川
マ
サ
イ
ド
ボ

l
ド

千

円

-
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

~
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

川
マ
ベ
ビ

l
い
す
マ
小
島
か
ご

い
マ
電
気
オ
ー
ブ
ン
マ
電
気
ミ
シ
ン

~
マ
都
市
ガ
ス
用
瞬
間
湯
沸
器

川
マ
石
油
ス
ト
ー
ブ
マ
物
置

〉
マ
布
団
物
干
し
マ
洋
服
た
ん
す

川
マ
子
ど
も
服
、
ズ
ボ
ン

(女
子
用
)

川
マ
足
踏
み
ミ
シ
ン
マ
ふ
ろ
一
式
(都

川
市
ガ
ス
、
プ
ロ
パ
ン
)
マ
冷
蔵
庫

川
・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課

(内

山
線

1
3
9
0
)

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は

農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
で
作
成
さ

れ
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
家
の
皆
き

ん
に
今
月
中
に
届
く
よ
う
申
請
書
を

お
配
り
し
ま
す
。
所
定
の
欄
に
正
確

に
記
入
の
う
え
、
来
年
の
一
月
十
日

ωま
で
に
農
業
委
員
会
に
提
出
し
て

く
だ
き
い
。
一
月
十
日
ま
で
に
提
出

し
な
い
と
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
き

青木太伸ちゃん
(材木町)

保健予防課
(内線1374)

瞳ちゃん
(千曲町)

内山

保健コーナー

ム

れ
ず
、
選
挙
の
際
に
投
票
で
き
ま
せ

ん
。申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
で
審
査

し
た
後
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
送
付

き
れ
ま
す
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

申
請
書
に
基
づ
い
て
二
月
二
十
日
ま

で
に
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
作
成
し
、
二
月
二
十
三
日
か
ら
十

五
日
間
、
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
に
供

し
ま
す
。

も
し
、
名
簿
に
脱
漏
や
誤
載
が
あ

れ
ば
、
縦
覧
期
間
中
に
選
挙
人
は
異

議
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
は
三
月
三
十
一
日
に

確
定
し
、
そ
の
後
一
年
間
、
農
業
委

-1月の乳幼児健康診査

受付時間 いずれも午後 1時-2時。

持ち物 母子健康手帳、パスタオル(4・10か月

児)、歯ブラシ(1歳 6か月児)。また、 1歳 6か

月児と 3歳児は、赤ちゃん手帳の中にある健康

診査票を記入してお持ちください。

員
会
委
員
選
挙
に
使
わ
れ
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
農
業
委
員
会
事
務

局
(
内
線

1
4
9
2
)

市
育
財
産
を
公

売

し

ま

す

市
で
は
、
次
の
と
お
り
市
有
財
産

を
公
売
し
ま
す
。

マ
公
売
物
件
土
地

(約
六
十
八

坪
、
地
目
は
雑
種
地
)
マ
現
場
説

明
十
二
月
二
十
三
日
働
午
後
一
時

三
十
分
(
時
間
厳
守
)
マ
競
争
入

札
十
二
月
二
十
六
日
開
午
後
二
時

(
時
間
厳
守
)
、
市
役
所
本
庁
舎
四
階

上田市保健センター(市役所南庁舎 2階)

健 きロ人ヲ診 実施日 女す 象 ノl日レ

4か月児
1月10日 63年8月16日-8月31日生

1月26日 63年 9月1日-9月15日生

10か月児
1月12日 63年 2月16日-2月29日生

1月30日 63年 3月1日-3月15日生

l歳6か月児
1月11日 62年 6月16日-6月30日生

1月25日 62年 7月1日-7月15日生

1月13日 60年12月1日-12月15日生
3 歳児

1月27日 60年12月16日-12月31日生

塩田母子健康センター(塩田地区)

63年 8月16日-9月15日生

63年 2月16日-3月15日生

62年 5月16日-7月15日生

63年 8月16日-9月15日生

63年 2月16日-3月15日生

62年6月16日-7月15日生

川西社会福祉センター(川西地区)

不
用
品
登
録
情
報

広報うえだ 63.12.16 .，Ea
a
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• 

健 杢

EE原
告三健
1墨所

千ー
してヲ
まク
すを

マ
と
き
来
年
一
月
二
十
六
日
附

午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
午
後
三
時

マ
と
こ
ろ
上
田
保
健
所
(
合
同
庁

舎

)

マ

対

象

お

お

む

ね

六

十

歳

未
満
マ
内
容
①
健
康
度
測
定
(
検

尿
、
血
液
・
眼
底
検
査
、
心
電
図
、

血
圧
測
定
、
診
察
な
ど
)
②
休
養
・

栄
養
診
断
③
栄
養
、
運
動
、
休
養
に

関
す
る
個
人
相
談
④
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
運
動

(十
五
分
間
歩
行
)

市役所おと

マ
定
員
二
十
人

(
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
)

マ

料

金

四

千
五
百
二
十
円
・
申
し
込
み
来

年
一
月
十
九
日
嗣
ま
で
に
上
田
保
健

所
(
包
⑫
1
2
6
0
内
線
2
3
5
)
へ

-市役所〈豊殿・塩田・川西支所〉

12月29日-1月3日まで、イ木みになります。な

お、 戸籍の届け出(出生・死亡など)は、市役所

宿直室(市役所西側)で扱います。

・水道修理

水道管の凍結など水道事故は、市役所宿直室(岱

⑫4100)へご連絡くだきし、。

・トイレのくみ取り

12月30日-1月3日までイ木みになります(12月

29日は午前のみ)。例年、年末になるとトイレのく

み取りが集中し、ご希望の日にお伺いできない場

合がありますので、できるだけ 1月に延ばすよう

お願いします。

・各施設の休業日

寸+信

健苗
開公

古里

開ν宅
プ
き教

ま害
すを

1
3
7
6
)
、
塩
田
支
所
(
宮
⑧
3
0
0
0
)

[12] 

健康アップ教室日程表(塩田公民館)

日 時 内 合ロ~、

第 1月30日(月) 開講式、オリヱンテーション、

午後 I: 30 講話「これからの健康づくり」、
回 -4 : 00 話し合いなど

第 2月9日(木) 健康と運動についての講義と

2 午後| 30 実技、レクリエーションゲー
回 -4 : 00 ム

第 2月17日(金) 食事診断、健康と栄養、

3 午前 9: 30 調理実習、歯の健康について、
回 一午後3: 30 一日の疲れをとる体操など

2月27日(月)
上手なストレスの解消法、

第 健康と栄養、 調理実習、
4 
午前 9: 30 いきいきとした毎日を送る
回 一午後3: 30 ための座談会

3月6日(月)
健康と運動についての講義と

第 実技、学習のまとめ、 アンケ
5 
午前 9: 30 ート、修了式、手づくりお別
回 一午後 I: 00 れパーティー

※受講料は無料 (調理実習の材料費が必要)

広報うえだ 63.12.16 

図書館 12月26日一 1月5日

博物館、山本鼎記念館

信濃国介寺資料館 12 月 28 日 ~I 月 4 日

働く婦人の家

市民の森スケート場 12月29日-31日

(火葬) 12月31日午後一 i月2日
大星斎場 開ー"ーー・ーーー-ー判事--- ・ ~ - -- - - - -- -ー』ー・・

(ペット火葬) 12月31日一|月 3日

高齢者福祉センター

デイ・サービスセンター

市民会館、相染閣

リージョンプラザ上回創造館
12月29日-1月3日

文化センター

産院、乳児院

勤労青少年ホーム

点字図書館
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す
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年末年始のごみ収集
毎年、年末は大変ごみの量が多 くなります。今

年は下表のとおり 12月30日まで特別収集しますの

で、一度に大量に出さず計画的に出しましょう。

(なお、ク リーンセンターまで直接持ち込む場合

は、 12月31日の午前11時45分まで受け付けます)

新年は 1月4日から収集します。

年末年始のごみ収集日程表

12月29日(木) 通常の木曜日地区のみ収集します

30日(金) 通常の金曜日地区のみ収集します

12月31日(土)
休 み

一|月3日(火)

通常の水曜日地区のみ収集します l|月 4日(水)

クリーンセンタ -ft⑫0666
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